
香川県 綾川（綾歌郡綾川町）の治水事業

■効果の見える治水事業

『綾川広域河川改修事業（綾歌郡綾川町）』

香川県土木部河川砂防課長 尼子 進
あまこ すすむ

①平成16年10月台風23号出水による被災状況

（一本松橋右岸上流付近）

②未整備区間の状況
（宮武橋より下流を望む）
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綾川は、竜王山（標高1059.9m）に源を発し、長柄ダム上流域で西長柄

川と合流し、ダム直下において田万川・竹本川と合流後、流路を北西に

変え、堂谷川、梶羽川及び今滝川と合流後、府中ダムに流入し、その後、

坂出市内を流れ瀬戸内海に注ぐ、流路延長約38㎞、流域面積約138 の

二級河川です。

その流域は、四国有数の工業地帯である番の州工業地帯を擁する坂

出市をはじめとし、綾歌郡綾川町にわたり、社会・経済･文化の基盤をな

すとともに、多様な自然環境を有しています。

綾川水系の過去の主な災害は、昭和47年9月の台風20号・豪雨による

浸水家屋14戸、浸水面積210haや、昭和62年10月の台風19号による浸水

家屋284戸、浸水面積1,500ha、平成2年9月の台風19号による浸水家屋

12戸、浸水面積801haがあり、近年においては、平成16年10月の台風23

号で、浸水家屋650戸、浸水面積249haの甚大な被害を受けました。

このような現状において、概ね70年に１回程度発生する規模の洪水を

安全に流下させることを目標として、昭和48年度より府中ダム上流7.1㎞

区間（綾歌工区）の河道改修に着手し、昭和59年度からは、府中ダム下

流8.7㎞区間（坂出工区）を追加して、河道掘削及び護岸整備等を行って

います。平成21年度末現在で河口から約6.1㎞までの間の整備が完了し

ています。

綾歌工区については、事業の重点化を図るため、平成11年度から補助

事業を休止していましたが、平成16年10月の台風23号で浸水被害が発

生したことから、再度災害防止を図るため、事業の再開について国と協

議を行った結果、平成22年度から再び事業に着手しています。平成22年

度は、事業再開にあたり早期に事業効果が発揮されるよう施工順序等の

検討を行うとともに、工事に先立ち、物件補償を進めています。

今後も環境に配慮しつつ、平成16年台風23号出水時に発生したような

浸水被害を早期に軽減できるよう、綾川の河川改修に取り組み、災害に

強い快適な郷土を目指します。

事業計画区間(綾歌工区) L=7,100m
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③未整備区間の状況
（桶田橋より上流を望む）
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『災害に強く、住みやすい安全な町づくり』 
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香川県のほぼ真ん中に位置する綾川町は、平成 18 年 3 月に綾上町と綾南町が合併して誕生しました。人口は約 26,000

人、町域は 109.67  。北と東は県都である高松市、西は城とうちわの町で知られる丸亀市、南と西は満濃池で有名なまん

のう町、北は瀬戸大橋の基点である坂出市にそれぞれ接しています。 

その名前は、町のなかほどを流れる“綾川”から名付けられ、川の流れを中心に柏原渓谷をはじめとする緑と水の風景が

広がっています。町の南には、豊かな自然を抱く讃岐山脈が控え、北に広がる平野部は、讃岐らしいぽっこりとした小山に

囲まれています。なかでも讃岐七富士に数えられる堤山
つつまやま

（羽床富士）、高鉢山
たかはちやま

（綾上富士）の姿は美しく、また北條池、大谷

池や永富池をはじめとしたため池が小山の姿を映して数多く点在しています。 

ここに広がる風景は、小山や里山、ため池のたたずまい、すべてが讃岐らしさを詩
うた

うのどかなものです。穏やかで心優しく、

人々の心を安らかに癒すふるさとの姿です。どこにでもあるようで、ここにしかない幸せの風景と出会えるまちです。また、弘

法大師（空海）が中国から麺作りの技法を持ち帰り、綾川町に住む大師の姉宅で麺をご馳走したことから「さぬきうどんの発

祥地」として伝えられており、菅原道真公ゆかりの地、滝宮天満宮や念仏踊りなどで知られるまちであります。 

 平成 16 年の台風 23 号は、土砂崩れ、大雨による浸水等本町が経験したことのない甚大な被害をもたらしました。そのこと

から、より安全で安心な町づくりを目指し、治水事業の推進、平成19年度にハザードマップの全戸配布を行い、平成20年度

に災害時要援護者台帳の整備を行いました。また、住民の防災意識を高めるために自主防災組織の推進に励み、平成 22

年度には自主防災会が 115 組織、2,587 世帯が加入する現状となっています。毎年秋には自主防災会を主軸に広く住民参

加のもと、大規模災害を想定した防災訓練を実施しています。（平成 22 年度は、11 月 21 日実施） 

 今後も国県の関係機関、消防機関、自主防災会をはじめとした地域住民との連携を強化し、『災害に強く、住みやすい安

全な町づくり』を推進していきたいと考えております。 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民参加の防災訓練状況② 住民参加の防災訓練状況① 

毎年 8 月 25 日に奉納される滝宮念仏踊り

町名になった綾川の清流 


